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震災後，さまざまなところで節電対応がとられている．なかでも照明は患につきやすい．多くの施設で額明は間引かれたり，

消灯されたりという状態だ．照明を専門とする 1人として考えるところは多い．光の譲（照度）という 1つの変数の高低を操作

するだけではなく，光の霊，分布，色などの変数を総合的に計画することによって，エネルギー消費を母く抑えつつ，顛明の機

能と快適性を備えた光環境は実現できるはずだ．普及が進む新しい光源の評価とともに今後の照明設計の動向にも注意を向けて

行きたい．

第6輩 F視覚Jでは，今回から r5.l視覚生理学j を林龍介氏（産総研）， r5. 4視覚構報Jを徳永富美氏（東北大）に担当

していただくことになった各報告に見られるように規党分野の研究は2010年も活発であった．視覚生理学で拡，多数の神経活

動を開時に記録する技術を利掃して，大規模な神経活動の記録と解析手法の導入が進んでおり，色と形の認知，物体の同一性や

カテゴリー表現などに対応した神経活動が明らかにされつつあるまた神経構報の解読技備はブレイン・マシン・インターフェー

スへのjiC,¥用が進められている．視覚心理学では やはりしξD照明に関連した研究が多く克られた．し芝む照明下での視認性，作

業性，色の晃え方などが語べられた．また， LED光源の明るさや不快グレアの評鏑方法の研究が進められた．色度が等しい

し正DとHIDの等合実験の結果は，分光分布による影響を示唆しており興味深い．また，空関の明るさ惑や心理印象評価の研究

も引き続き行われており，今後の照明設計への応用が期待される．色彩学でi本告の見えや色JI震応嘗色檀常性などの基礎分野の

研究に色の見えモデルClECAM02が導入されている．さまざまな照明環境におけるディスプレイの色の研究においても

CIECAM02は橋広く利用されており，このモデんの応用段階にあることがわかる．また，古くて新しいテーマとして告の晴好，

色彩調私色彩感構などの研究が毘に龍まった基礎研究としての重要性ととも記建築環境などへの応用をめざした動きが見受

けられる．視覚構報分野では専門誌VisionResearchで携党探索と選択的注意の特集が組まれ，その心理・生理メカニズムの

検討が進められた．奥行き知覚と3次元形状知覚の研究も盛んである．この分野では3次元画橡表示や3次元計澱などの産業応

屈も展開されている．照明学会誌において福祉社会を支える熊明技術という特集が組まれ，口一どジョン者の視覚轄性と標準化，

環境設計への応用例などが報告された．またコントラスト感度関数に関わる視覚メカニズムの解明も進められた．さらに，人工

網膜による視覚の回復例が盟内で初めて報告された.2010年はブレイン・マシン・インターフヱ…スと並んで人工網膜という近

未来技討すが照明年報拡報告された年として記されることになる．

520 照明学会誌第95巻第SB号平成23年

NII-Elec七どonicLibrary Seどvice




